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1）技術経営については，Management of Technology（MOT）以外にも，Technology Management，Engineering 
Management，Technology Innovation Managementなど様々な呼称がある。 
2）必ずしも研究書とはいいがたいものもあるが，技術経営がタイトルにつく単行本だけでも，以下のように 2000
年以降，急増している。 
  1．山之内昭夫『新・技術経営論』日本経済新聞社，1992年 
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  2．大島弘安『実践技術マネジメント』日科技連出版社，1998年 
  3．研究・技術計画学会，技術経営（MOT）分科会編『技術経営（MOT）の体系化を目指して』1998年 
  4．丹羽清・山田肇編『技術経営戦略』生産性出版，1999年 
  5．藤末健三『技術経営入門』生産性出版，1999年 
  6．山本尚利『ナレッジマネジメントによる技術経営』同友館，2001年 
  7．古田健二『テクノロジー・マネジメントの考え方・すすめ方』中央経済社，2001年 
  8．寺本義也，松田修一監修，早稲田大学ビジネススクール『技術系の MBA MOT 入門』日本能率協会マネ
ジメントセンター，2002年 
  9．山田太郎『製造業の PLMと技術経営（MOT）』日本プラントメンテナンス協会，2003年 




 12．JMAC RD&E 技術・開発革新事業部『技術系のMBA MOT経営入門』PHP研究所，2004年 
 13．日置弘一郎，川北眞史『日本型MOT 技術者教育からビジネスモデルへ』中央経済社，2004年 
 14．松島克守『MOTの経営学』日経 BP社，2004年 
 15．藤末健三『技術経営入門』日経 BP社，2004年 
 16．出川通『技術経営の考え方 MOTと開発ベンチャーの現場から』光文社新書，2004年 
 17．桑原裕『MOTテキスト 技術経営とは何か』丸善，2004年 
 18．松田修一，山本尚利著，早稲田大学ビジネススクール『MOT アドバンスト 新事業戦略』日本能率協会
マネジメントセンター，2004年 
 19．松田修一研究室，早稲田大学ビジネススクール『MOT アドバンスト 技術ベンチャー』日本能率協会マ
ネジメントセンター，2004年 
 20．寺本義也，山本尚利『技術経営の挑戦』ちくま新書，2004年 




























































マネジメント分野の水準に関しては 20 位（起業家精神の普及度：30 位，マーケティング：23 位）
























































































































                                                          
17）前掲，寺本義也，松田修一監修『技術系のMBA MOT入門』，24～25頁 
18）Lewis Branscomb and Philip Aqerwald, "Between Invention and Innovation" USA:NIST, 2002A） 















































計画がなされる。製品企画で決定した商品としての要求を，研究開発の成果 21) を経て技術的 
                                                          
19）この点と，この章の生産システムの考察においては，以下の文献を参照にした。 
  1．坂本清「生産システムとは何か」大阪市大『経営研究』第 53巻第 2号，2002年 1月 
  2．人見勝人『生産システム論』同文館，1990年 
  3．小川英次・岩田憲明『生産管理入門』（改定増補版）同文館，1994年 
  4．国狭武己『現代生産システム論』泉文堂，1996年 







































経 営 戦 略 
















































































































 この点を，さらに具体的に松下電器産業㈱門真工場を事例にして，次に考察したい 25)。 
                                                          
23）この点は最近「ブラックボックス化」として，たとえば松下電器産業㈱では次のように述べられている。 
「…商品の優位性を確保するための技術力の強化，特に「ブラックボックス」技術の開発に力を入れてまいり











25）Ⅳ章は 2004年 7月と 11月に行った，松下電器産業㈱門真工場における調査に基づいている。工場長，衣
川一成氏（2004 年 12 月より長野県の松本工場に転勤），生産技術課・参事，魚原清氏，生産技術課・主事，
小野十二郎氏，本体製造課・課長，岩本孝義氏，工場管理課・課長，牧野邦夫氏，工場管理課・企画係・主事，
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開 発 ＆ 設 計 


























DVDレコーダーの製品構成点数を 100とすると，現在の E55商品（2004年度モデル）は 16，
つまり約 6分の 1まで減少し，価格も 25万円から，6分の 1に低下している。一番大きな変
















































っすぐ行っているかの調整）のための機器は従来，1 台 1850 万円したものが，今日では 20 万円
で前以上の性能のものが製作されている。 
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